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第１節　予習と授業
　今回は英語の自習方法についての考察を、電通大生の
普段の授業と関連させてみたいと思います。言語材料に
はこれまでと同じく、大学入試センター試験・英語（筆
記）の過去問を使わせていただきます。採り上げる英文
は平成25年度追・再試験の第５問と平成26年度本試験
の第６問に出された読解用英文です。前者のテーマは大
学新入生に向けた科目履修の方法、後者は音響機器の発
展において優先すべきことで、学生に身近な話題である
と同時に考えさせる内容となっています。大学入試セン
ターはそのホームページで「過去のデータ」欄に“過去
３年分の試験問題”を常時公開していますので、どの教
科も出題された形式で閲覧することができます（１）。
　このセンター試験・過去問をテキストにして、今回は
自習方法として２つのシンプルなやり方を説明します。
その大きな違いは辞書を用いるか否かなのですが、最初
の構想では〈速読〉と〈精読〉で必要とされるスキルを
提示するつもりでしたが原稿を書いているうちにこれは
学校で学ぶ際の〈予習〉と〈授業〉に対応するのではな
いかと思うようになりました。電通大生の多くは〈予習〉
の重要性、または〈予習〉と〈授業〉の密接な関連を充
分に認識していないように思われます。授業方法は各教
員で異なるので、これから検討することは従来電通大で
行なってきた私の授業を前提にします。想定する学生像
も過去に私の授業に参加した学生に限ります。また、第
３節では最近頻繁に報道されている「反転授業」に言及
して、今すぐに実行できる〈予習〉の方法に考察を加え
ます。なお、本稿で参考にする英和辞書は「ジーニアス
英和辞典　第４版」（第８刷発行−2013年４月１日）で
あり、引用は全て大修館書店編集部から許可をいただき
ました。次節では【ジーニアス英和】と略記します。
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Abstract
   The article intends to offer reading materials with some tasks and show how to read paragraphs 
in English effectively so that both college students and teachers can have new viewpoints on how to 
improve the abilities of students to read and write English on a pre-intermediate level. This is the 
third installment of the series with the same title. This article focuses on two ways in which our 
students should read English essays; reading by inference and reading with the help of a dictionary. 
The two ways of reading are shown as models that students can apply when they prepare for their 
English classes at school or read academic passages by making the most of their dictionary. The 
two kinds of essays in this paper are taken from the English section of the National Center 
University Entrance Examination in 2013 and 2014. That is because it can be a suitable tool for 
enhancing the reading and writing abilities of college students if they use its texts only and examine 
closely how the reading passages are composed and expressed. The third part of the article 
discusses the function of preparation for lessons given at school.
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第２節　センター試験の活用法
　それではまず、平成25年度の追・再試験に出題され
た第５問の英文を自習教材としてどのように活用できる
か検討してみましょう。これは設問に「二人の大学２年
生が心理学科の新入生に向けて、それぞれの１年次の経
験について大学に関する情報共有サイトに書いているも
の」と説明があるように、〈書き言葉〉ではありますが
知り合い同士の〈話し言葉〉に近い書き方をしています。
〈話し言葉〉を学びたければ、大学入試センター作成の
英語（筆記）第３問ＡとＣの英文が利用できます。ただ、
リスニング問題ではないので音声面の学習はできず、表
現や対話の方法などを学ぶことになります。第５問の英
文を読んで読む力や書く力を高めるために、今回は次の
２つの着眼点を用意しました。（１）推し測り読み→辞書
を使わないで、段落の主題文を見つける。（２）辞書引き
読み→［読解篇］推測したことを辞書で確認して理解を
深める。［表現篇］本文や辞書の用例を利用して書く力
を高める。前者は速読のコツに触れたので授業の予習を
するときに使えるでしょう。後者は英和辞書をどのよう
に利用すれば自分で精読ができるか一例を示しました。
　まずは各段落の要点を掴む方法を考えてみましょう。
項目を【推し測り読み】としたのは、辞書は使わないの
で推測の限りを尽くす必要がある読み方だからです。そ
の際和訳をすると時間がかかるので、段落中の重要な英
文を見つけおおよその意味を取ることを目指します。そ
のため、内容の説明でもなるべく英文を利用してみま
した。アカデミックな英文の段落構成の特徴については、
昨年度の電通大紀要に載せた「英語の文章をどう読むか 
２」の末尾に一覧図を付しましたので参考にしてくださ
い（２）。
【推し測り読み】
　　　　　　Message from Eri
（１）My experience   
Hi!  Iʼm Eri, a second year psychology student.  Have 
you thought about which courses to take yet?  Unlike 
in high school, where your classes and time schedule 
are mostly decided for you, here you have a lot more 
flexibility.  Also, there are no Saturday classes!  The 
freedom is cool, but you need to plan your schedule 
careful ly .  I ʼ l l share my experiences and make 
recommendations so that you might get some ideas 
about how to create the best schedule for yourself.
　簡単な自己紹介の後すぐ疑問文で問いかけているので、
主題は which courses to take ではないかと見当をつけ
ます。疑問を投げかけることでテーマを暗示できるから
です。
高校と比較をして大学では科目選択の自由度が高いから 
you need to plan your schedule carefully である、した
がって how to create the best schedule for yourself に
ついて先輩の自分が share my experiences and make 
recommendations しようというわけです。だから、主
題文は最後の文として良いでしょう。
（２）
My original plan was to take as many courses as 
possible in my first two years and then have a more 
open schedule from my third year.  Even as a kid, I 
was someone who liked to finish all of my homework 
at the beginning of summer so that Iʼd have plenty 
of time to have fun during the rest of my vacation. 
However, this initial plan did not quite work out, and I 
had to change my schedule for the second year.
　Eri さんのプランは“take as many courses as possible 
in my first two years”であり、３年以降は“have a 
more open schedule”になるようにしました。第２文は
その理由を示しています。要するに、やるべきことは最
初にやって後で楽な思いをしようというわけです。でも、
However で論旨の流れを変わり“did not quite work 
out”や“I had to change my schedule”とあるので、予定
通りには行かなかったようです。主題文は第１文と第３
文を組み合わせると計画の中味とその結末が分かってい
いでしょう。
（３）
At first, I scheduled 14 classes a week.  Because I left 
one day completely open for my part-time job, I had to 
have 4 classes in a row on three of the other days.  I 
was used to attending classes all day in high school, but 
I didnʼt realize how difficult university lectures would 
be.  By fourth period, I was usually too exhausted 
to concentrate, and I ended up failing two afternoon 
classes.  Whatʼs more, I had no time to review my 
notes or readings right before class on those full days, 
and that eventually hurt my test scores as well as my 
final grades.
　第２段では元々の計画内容とそれがうまくいかなかっ
たことしか書いてありませんでしたが、それを承けて第
３段ではその理由を具体的に説明しています。したがっ
て、この段落ではどれか一つの文が主題文になるのでは
なく、因果関係を次々と繋げていく叙述法になってい
ます。まず、週に１日はアルバイトに宛てるので、残り
 英語の文章をどう読むか ３ 3
４日間で14コマ履修するには連続４コマの日が３つに
なったそうです。そして、１日４コマの授業を受けると
ひどく疲れが出たり準備が不足したりで、成績に悪影響
を与えたと体験談を述べています。速読で大切なことは
これらの詳細を掴むことよりもむしろ、簡潔に要点を掴
めるかどうかです。例えば「週に授業を詰め込みすぎた
ので、疲労などで成績は振るわなかった」とまとめられ
る能力を身につけることです。
（４）My advice 
Now that Iʼve told you about my first year, Iʼd like to 
give you a couple of recommendations for your weekly 
schedules.  First, donʼt schedule four classes on one 
day.  Youʼll get too tired by the end of the day.  Also, 
try to have a break or free period between classes 
in order to leave time to prepare for your next class. 
Itʼs best to avoid scheduling two classes in a row.  I 
hope youʼve gotten some good ideas, and maybe even 
learned from my mistakes.
　最終段落は「お勧め」という題名で、分かりやすい段落
構成です。構成の基本形に即して第１文、とりわけカンマ
以降の “Iʼd like to give you a couple of recommendations 
for your weekly schedules.” が主題文になり、それを２
つの命令文で説明しています。具体的な提言を示す目印
として使われているのは‘Firstʼと ‘Alsoʼです。
　さて、次からは【辞書引き読み】です。このやり方は
読解として「推測したことを辞書で確認して理解を深め
る」ことと、表現として「本文や辞書の用例を利用して
書く力を高める」ことの２つの観点を取っています。論
文末尾に付した出題英文と以下の説明を照らし合わせて、
辞書を活用できればどのようなことが可能になるかを確
かめてください。
《第１段落》
［読解篇］
① which courses to take
　course について【ジーニアス英和】には定義❶に「科
目」の意味で用例 “take ［do］ the first 〜 in Spanish” が
あります。厄介なのは to 不定詞の使い方を辞書で調べ
る時です。上記の辞典には［不定詞標識］の❸［形容詞
的用法］a）にその説明がありますが、そこまで辿り着
くのは大変でしょう。こういう場合は受験時代に買った
文法書の索引を利用してアクセスした方が速い。「どの
科目を取ったらよいか」「取るべき科目」の意です。
② flexibility
　【ジーニアス英和】ではこの語の定義❷は「適応性、
融通性」です。このような抽象語は文脈に即して具体的
に考えることが大切です。教員が時間割を決める高校と
は異なり大学では時間割構成に融通がきくということな
ので、【推し測り読み】（１）では次の文の freedom と
いう語も考慮して「選択の自由度が高い」と意訳しました。
③ cool
　私が大学３年のとき米国小説演習の教授が「dark の
ような基本的な単語ほど解釈が難しいことがある」と
仰ったことが思い出されます。ここでも文脈に即した理
解が大切であり、既知の定義にただ置き換えるのは危険
です。最近流行りの言葉なので「素敵な、素晴らしい」
の意味を知っている方もいるでしょう。
［表現篇］
① share my experiences 
　動詞の share は「共有する」の意味でほぼいいです
が、【ジーニアス英和】は他動詞用法❸に「…を［人に］
話す（with）」の定義を挙げ、用例に “Will you 〜 your 
thought with us? あなたの考えを話してくれませんか.”
が出ています。各々の目的語が似ているので、ここでは
「私の経験を話しましょう」と取ると意図が明確になりま
す。また、私の一番好きな英英辞典 Macmillan English 
Dictionary for Advanced Learners 第２版は、experience 
の定義３で‘◆ share your experiences of sth （=tell 
people about them）ʼという使い方を挙げています（sth は 
something の代用）。
② so that you might get some ideas about ...
　‘目的ʼを表す so that +（主語）+ may ［might］ 構文と
して高校までに学びますが、これを英作文に使う学生は
稀です。主節の文の後に‘理由ʼや‘目的ʼの節を加えると
論理が明確になるので、文法や解釈の項目としてだけで
なく、英作文でも使えるようにしたいものです。それに
は〈読解〉と〈表現〉は裏表の関係だという観点を持つ
ことが大切です。誰かが書いた英文を私達は読みますが、
その英文は用例として私達が書くときの手本ともなると
いう観方です。
《第２段落》
［読解篇］
① “My original plan” の出だしは意外と要注意です。
original は originality との連想で「独創的な」の意味が
真っ先に浮かぶかもしれませんが、【ジーニアス英和】
は１番目の定義に「最初の」「初期の」を挙げています。
つまり、後者の方がよく使われるということです。用法
としては、変更がないのにわざわざ「元々の計画」と書
く必要はないので、後で計画が変わることを暗示します。
実際、“take as many courses as possible in my first 
two years” という計画は “this initial plan did not quite 
work out”（動詞句の意味は「〈事が〉うまくいく」）と
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なり、自ら失敗を認めています。
②第２文は “I was someone” の下線部を who から 
vacation までの関係詞節が説明していますが、so that 
以下が前半の動詞 finish の目的を示します。
［表現篇］
① a more open schedule
　第１文の open は【ジーニアス英和】では定義❺の
「〈時間・人が〉空いている」「予定のない」に当てはまり、
大学生には便利な “I have second period 〜. ２時限目が
空いている.” という用例が載っています。
《第３段落》
［読解篇］
① At first, ...
　これは後から変化が生じることを暗示する熟語です。
【ジーニアス英和】の first の［名詞］熟語欄に《◆「し
かし後にはそうではなかった」意を含み、but 節, then, 
later, afterward などが続くのがふつう.》という説明が
あり重宝です。第２段の最後で既に “I had to change 
my schedule for the second year.” という一文が出てい
ました。
② I left /one day /completely open for my part-time 
job
　動詞 leave はその後に２つの要素を続ける場合があり
ます。斜線を施したように、ここでは “one day” をアル
バイト用に “open” の状態に「しておく」という意味に
なります。
③ how difficult university lectures would be
　これは全体で “I didnʼt realize” の目的語ですが、ひ
とまとまりで取り出すと中学で習った“How pretty she 
is!”と同じ配列であることが分かるでしょう。
④ I ended up failing two afternoon classes.
　fail の次に名詞のまとまりがあるので他動詞用法で
す。登録した４限目の３科目のうち２つを「落とす」結
果になりました。end up 〜ing は意図しない最終的行
動を示します。長時間の経過が暗示されるので、次の 
eventually と使い方が似ています。
⑤ that eventually hurt my test scores as well as my 
final grades.
　英語は一般に主語＋動詞で始まるので、その２つを
しっかり捉えることが極めて重要です。ここでは主語が
代名詞になっていて、たんに「それ」で置き換えてしま
うと論旨の流れを掴み損ねてしまうことがあります。私
の大学時代、一般教育英語の先生が「代名詞は必ずそれ
が指し示す名詞に換言せよ」と仰っていたことを憶えて
います。この場合指すものはカンマ直前の１文全体です。
両者の関連は‘授業前に復習できなかったので、テスト
や成績が悪かったʼということです。
［表現篇］　
① I was used to attending classes all day
　週14コマ履修するため “have four classes in a row 
on three of the other days” という時間割になったと直
前の文で述べていて、それが可能と考えた理由を示す
のがこの表現です。高校生活で慣れていたから大学で
もできると思ったわけです。形は be（またはget） used 
to ＋名詞（動名詞）です。未来のことにも使えるので
【ジーニアス英和】は “Youʼll soon get 〜 to living in the 
country.”を挙げています。
② I was usually too exhausted to concentrate
　１日４コマの時間割を実行してみると４限目にはこう
なったという表現です。高校までによく習う too 形容詞、
副詞 to 動詞という簡潔な表現です。同じ内容を２文の
組み合わせで表すと、I was usually so exhausted that I 
could not concentrate （on the lectures）.になります。
《第４段落》
［読解篇］
① Now that Iʼve told you about my first year,
　この now は文を従える接続詞で【ジーニアス英和】
は「［しばしば 〜 that ］いまや…だから」と記していま
す。今という時点と理由を組み合わせた表現です。小見
出しの順番通り、“My experience” の次に “My advice” 
（= recommendations） へ移ります。
② ‘Firstʼと ‘Alsoʼ
　理由などを列挙するときの用法で、also の使い方は要
注意です。【ジーニアス英和】が接続詞の項に《◆既述
の事柄に関連した内容を付け加える時に用いる》と記し
ているように、「追加」を表します。辞書は「引く」だ
けでなく「読む」ことも大事だと言われるのは、用例や
このような使い方の説明を指してのことです。
③ maybe even learned from my mistakes.
　【ジーニアス英和】の名詞 mistake の項には“Learn 
from your 〜s. 失敗を生かせ［を教訓とせよ］”の用例が
あります。自分の苦い経験を詳述した Eri さんは、そ
こから得た教訓を読者に伝えたかったわけです。そう
いえば、彼女は冒頭の段落で “Iʼll share my experiences 
and make recommendations” と意図を明示していまし
た。でも、その内容は２人目の Kosuke 君と好対照をな
しています。
［表現篇］　
① Youʼll get too tired by the end of the day.
　これは第３段落の “By fourth period, I was usually 
too exhausted to concentrate” という経験を踏まえてい
ます。be 動詞ではなく get と形容詞を繋げると、ある
状態に変化することを示します。【ジーニアス英和】は 
get の自動詞用法❷で「（自然に・自分の意志で）…（の
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状態）になる」と記し、さらに語法の囲み欄で「（1）一
時的な状態を表す場合にのみ用いられ、永続的な状態を
表す形容詞・過去分詞と用いるのは不可」と説明を加え
ています。
② in order to leave time to prepare for your next class
　leave は「〜を取っておく」の意味です。これは第３
段落に記した次の経験を踏まえています、“I had no time 
to review my notes or readings right before class” 。
③ Itʼs best to avoid scheduling two classes in a row.
　It is best to 動詞は使い勝手のある表現で、これにつ
いて【ジーニアス英和】は形容詞 best の定義❶で似た
ような例文の後に《◆遠回しな忠告》という説明を加え
ています。
　それでは、次に Message from Kosuke の【推し測り
読み】に移ります。
　　　　　Message from Kosuke 
（１）My experience   
Congratulations and welcome!  Thereʼs a lot to think 
about when making your schedules, and maybe my 
experience and advice will point you in the right 
direction.  Overall, I did pretty well scheduling my 
first year courses.  The best thing I did was to take 
Professor Sawadaʼs Introductory Psychology right 
away because the course topics are essential for all the 
other psychology courses.
　Kosuke 君の文章は簡明直截であり、自信を持っ
て経験を述べています。“Overall, I did pretty well 
scheduling my first year courses.” はその端的な表現で
す。第２文でテーマを “making your schedules” と明示
し、それについて “my experience and advice” を示そ
うとします。そのあとにさっそく実例を一つ挙げている
ので、主題文は第２文であることが分かります。
（２）
One of my concerns was how many classes to take per 
semester.  Because I hate to have too many classes in 
one year, I chose to balance them out.  By taking eight 
classes per semester, I can earn all the credits I need 
to graduate in four years.  So, hereʼs the routine Iʼve 
established: work part-time in the mornings, take two 
afternoon classes, and have Wednesdays off for my 
club activity.  This works for me because I wonʼt be 
able to keep getting good grades if I take more than 
eight classes.  However, one problem is that Iʼll have 
to take the same number of classes in my third and 
fourth years.  Iʼll also have to start job hunting which 
will probably affect my daily routine.  I may need to 
quit my club activity or part-time job, which is too bad.
　Kosuke 君は Eri さんと方針が異なり、１，２年次で
単位を取り溜めせず４年間で均等割にして授業の数を決
めるやり方です。それを端的に表しているのが第１と２
文のです。１学期にどれだけの授業を履修するかという
のは、週何コマの時間割にするかの問題で、結局週８コ
マになりました。短所がないわけではありませんが、週
に多くの授業をこなす必要はないので２年生の今はゆと
りがあります。第３文まで読めば、彼が無理のない時間
割で大学４年間を過ごそうとしていることが分かります。
　“So, hereʼs the routine” 以下にあるのは週単位の予定
と今後の問題点です。“work part-time in the mornings” 
から察すると、彼はアルバイトで生活費などを稼いでい
るのかもしれません。However 以下は one problem に
注意して「今後の問題点」を読み取ります。３，４年次
も１，２年次と同数の授業になるのは彼の基本方針だか
ら仕方のないことですが、授業と並行して就職活動をす
るのは大変だろうと思われます。しかし、授業数の上限
を定めたのは良い成績を獲得するためでした。
（３）My advice 
Maybe my personal routine doesnʼt work for you, 
but hereʼs some advice you really need for your first 
year.  Along with Introductory Psychology on Tuesday 
third period, another good course to take early on is 
Statistics, which is always held on Thursday during 
fourth period.  You may also want to find out your 
advisorʼs office hours and fit that into your schedule 
so you can visit if necessary.  I know itʼs a lot to think 
about at first, but it gets easier.  Donʼt worry!  Have 
fun with your first year of college!
　「お勧め」でも Kosuke 君はきわめて実際的で “some 
advice you really need” を与えるべく、自分の時間割編
成とは無関係に重要な科目や時間帯などを紹介します。
全部合わせると、Introductory Psychology と Statistics 
と advisorʼs office hours の３つを勧めています。
　さて、次からは【辞書引き読み】です。
《第１段落》
［読解篇］
① Thereʼs a lot to think about when making your 
schedules,
　下線部は when you make your schedules よりもやや
簡潔な表現です。時点を示す節（主語と動詞があるま
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とまり）なので、when の直前に文の区切れがあります。
したがって、a lot to think about が意味の小さなまとま
りとなり「考えるべき多くの事柄」の意です。
② I did pretty well scheduling my first year courses.
　これは簡潔すぎて文の組み立てを辞書で確認するのは
難しいでしょう。上記と同様に scheduling 以下を主語
や接続詞を補う知識があれば、I did pretty well when 
I scheduled my first year courses. この知識は文法書の
「分詞構文」の項目から得られます。
［表現篇］
① point you in the right direction
　【ジーニアス英和】は動詞 point の他動詞用法❷の用
例として “〜 him in the right direction 彼に正しい方向
を教える” を載せています。元々は指し示す動作なので
道案内のような日常的な場面で使われる表現です。
② The best thing I did was to take ...
　主部は The best thing （that） I did で、関係詞節が
潜んでいます。数式にたとえれば、主部が左辺、be 動
詞は等号、to take ... が右辺に相当します。なお、主
節に関する理由を示す because 以下は‘従属ʼ節なので、
because と小文字でつなげます。Ｓ＋Ｖ… . Because 
Ｓ＋Ｖ… . のように２つの文で書くことはありません。
Because＝なぜならば、と理解している学生が少なから
ずいるようです。
《第２段落》
［読解篇］
① how many classes to take per semester
　Eri さんの第１段落に “which courses to take” とい
う表現がありましたが、同種の用法です。しかし、彼
女の履修方法は “I hate to have too many classes in one 
year” と言う Kosuke とは正反対で、“take as many 
courses as possible in my first two years” でした。
② I can earn all the credits I need to graduate in four 
years.
　動詞 earn の目的語として最も小さなまとまりは all 
the credits ですが、それより大きいまとまりは関係詞
節が追加されて all the credits （that） I need になりま
す。to graduate 〜は目的を示して、それを達成するた
めに「必要とする」「単位」というつながりです。
③ This works for me because ...
　work の意味は【ジーニアス英和】では自動詞用法❹
「〈計画・方法などが〉うまくいく」または同じ❹の「［…
にとって］都合がいい」です。動詞の現在形は‘現在の
状態ʼを表して「この日課は自分にはうまくいっている、
都合がいい」ことを伝えます。上記辞典は “Does it 〜 
for you? それであなたは都合がいいですか《◆計画や
予定について相手の意向を確かめる表現》” という用例・
説明を載せています。第１段と同じく、本文はその理由
を直後に because ... と続けています。典型的な英語の
発想です。
④ I may need to quit my club activity or part-time job, 
which is too bad.
　下線部の関係詞はカンマ直前の文全体を先行詞とする
用法で「〜を辞めなくてはならず、それは残念なことで
す」の意味です。比較をすると、直前の文が含む “job 
hunting which will probably affect my daily routine” は、
which の基本的な用法で名詞について関係代名詞節が後
ろから説明を加えています。
［表現篇］
① So, hereʼs the routine （that） Iʼve established:
　この Here is ... は相手（読者）にものを差し出すイメー
ジで使っています。縦に並んだ２つの黒丸は詳しい説明
を続ける目印で、しばしば具体的なものが例示されます。
だから、そこで区切ってしまうのは得策でありません。
② have Wednesdays off for my club activity
　あまりにも簡潔な表現なので却って分かりづらいかも
しれません。off には仕事などを「休んで」の意味があ
るので、ここは「（クラブ活動のために）毎週水曜日を
休みにする」となります。この英文に出会い off で終わ
らずカッコ内の意味を追加できる用例だと気づくような
体験を重ねると、書く力・話す力が徐々に増していきます。
③ However, one problem is that Iʼll have to ...
　However, で書き始めると、読者には論旨の流れが変
わることが分かります。さらに “Iʼll have to ...” まで読む
と、現在まで “This works for me” であるにもかかわら
ず未来に何か問題が生じることが察せられます。will の
短縮形が使われているからです。
《第３段落》
［読解篇］
① ... Statistics, which is always held on Thursday 
during fourth period.
　カンマのあとに関係詞がくるので、この用法は前にあ
る名詞「統計学」を承けてそれに補足的な説明を加えま
す。基本的には ... Statistics, and it is always held ... と
書き換えられます。文全体の意味は「早めに取った方が
良いもう一つの科目は統計学で、これは常に木曜４限に
開講されます」の流れになります。
② You may also want to find out ... 
　意外かもしれませんが、この表現は「あなたは〜した
いと思うかもしれない」ではなくて「あなたは〜したほ
うがいいでしょう」の意味で忠告などを表します。【ジー
ニアス英和】は want の他動詞用法の定義❽に「《略式》
［現在形で］ …しなければならない、…すべきである」を
挙げています。may を用いると控えめな表現になります。
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［表現篇］
① Maybe my personal routine doesnʼt work for you, 
but ...
　これは助言を与える段になって急に自信をなくしたこ
とを示すものではありません。履修科目数を毎年同じに
するという彼の基本方針は他の人には各々の事情で都合
良くないかもしれないが、このあと述べることは“some 
advice you really need”だとやはり自信を持って伝えて
いるのです。but 以下に大事な意見が述べられることは
よくあります。
② fit that into your schedule / so you can visit if 
necessary.
　斜線以降の英語は so that you can visit if necessary 
と同じで「目的」を表します。なお、that は “your 
advisorʼs office hours” を承けるのでしょうが、いくつか
の辞書によればこの名詞は通例複数扱いです。
③ Have fun with your first year of college.
　【ジーニアス英和】には名詞 fun の用例に “have real 
〜 with a game ゲームを心底楽しむ.” が見出せます。
これを本文に応用すれば「大学１年目を楽しんでくださ
い」の意となります。
　
＊　　　　　＊　　　　　＊
　次に扱う第６問の英文は Listening Convenience and 
Sound Quality: Is There Another Priority? という題名
で、約650語の２頁にわたる論説文です。第５問の英文
も「新入生向け科目履修の方法」という目的に沿った論
旨明快な説明文でしたが、第６問の方は長さが約２倍に
なり論理構成も緊密になっています。まず最初に推測し
ながら速読する方法を練習してみましょう。資料として
論文末尾に付した出題英文を自分のやり方で通読してか
ら、以下の説明と照らし合わせて内容を確認してくださ
い。カッコの番号は出題英文の段落番号と対応させてい
るので、一段落ずつ読み比べるのがいいと思います。
　　この速読法は学校の英語学習では〈予習〉に相当し
ます。教科書の英文を自分の力だけで読む時は、片っ端
から辞書を引くようなことは避けた方がいいです。将来、
速読力を求められる機会が多いはずなので、その練習を
するには①辞書を使わずに、②英文を右から左の方向に、
③要点を掴むことを目標に読むことが重要です。以下の
説明では着目すべき箇所をできるだけ英語のままで示し
ています。速く読めるようになるには、英語の情報を出
て来る順に（右→左の方向）小さな意味のまとまり毎に
掴む訓練が必要です。日本語の「てにをは」のような目
印はないか又は先に来るので、動詞との関わりで語の配
置に注意する必要があります。そして、これはリスニン
グ力の養成と重なる点があります。文字であれ音声であ
れ、英語を瞬間的に小さな意味のまとまりで理解する能
力が不可欠だからです。といっても、むやみに急ぐこと
はありません。昨年度の紀要論文で紹介した菅原克也氏
が勧める「教室で日本人の英語の先生が、ゆっくりとテ
キストを音読するスピード」（３）から始めましょう。
【推し測り読み】
（1） 論説文の序論にあたる第１段落は、私達が耳にした
ことのある２つの事例から始まるので読み取りやすいで
しょう。ただ、後半の第４、５文は第２段以降の論旨と
密接につながるので要注意です。もっとも、そこが初見
で分かりづらいのはこの後の技術発展を私達が読んでな
くて、最終文は具体性に欠けるからです。そこで、先ず
は題名の “Listening Convenience and Sound Quality” を
しっかり念頭に置き、 Edison と Bell Laboratories の発
明・開発した phonographs 「蓄音機」を第４文で “These 
early products” と承けて、それが “two major focuses 
in the development of audio technology” になったこと
を押さえましょう。そして “two major focuses” が後の
短い横線（ダッシュ）以降で具体的に言い換えられてい
ることを見抜くのが大切です。
（2） two major focuses が “making listening easier” と 
“improving the sound quality” だと分かっていると、前
者が第２段の冒頭部 “made listening to music much 
more convenient” に対応することに気づきやすいで
しょう。また、年代に眼を留めれば、この段落が第１
文末の “the beginning” から “These days ...” にかけて 
“the development of audio technology” の時代的変遷を
辿っていることが推測できます。具体的に言えば、題
名の listening convenience が the phonograph→the 
car radio→portable audio （personal music players）
→digital players の順に高まっていくことが分かります。
ただし、この時系列の説明ではどの文も同じ重みなので
主題文の特定は難しい。そこで、段落全体から「音響機
器による音楽鑑賞の利便性の発展」ぐらいにまとめるの
がよいと思われます。
（3） 第３段の主題は見つけやすい。なぜなら、論説文の
題名に “Listening Convenience and Sound Quality” と
あり、第２段で「鑑賞の利便性」を解説しているから、
次に扱われるのは「音質」だろうという推測は容易だか
らです。実際、第１文の主語 “Another factor affecting 
our enjoyment of music” は他方の one factor が第２
段で辿った listening convenience であることを暗示し、
another factor は “sound quality” だと明示しています。
第２文には the 1950s という年代と “high fidelity” とい
う語が現われ、fidelity は次の文でどのようなものか説
明されます（第４文は、直前の “music that is as close 
as possible to the original performance” を分かりやす
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く解説する役割）。最終文は “Technological advances 
since the 1950s” が 原 音 に 近 い “modern recording 
techniques and playback equipment” になったと述べる
に留まり、第２段とは対照的に具体的な製品の言及はあ
りません。そのわけは第３段が「音質」の向上を論じて
いるためでしょう。結局、この段落の主題文はテーマを
端的に示す第１文としても良いし、歴史的な叙述として
内容を重視するならば最終文を主題文にする考え方もあ
り得ます。
（4） さて、第２段と第３段は audio technology の技術
発展の観点から各々「利便性の増大」と「音質の向上」
が論じられましたが、次の二つの段落では購入者の立
場から現在の情況が描かれます。第４段落の場面は “an 
electronics store” で、 購買目的の異なる“consumers” が
二組登場します。その意味で第１文は重要な役割を担う
ため、主題文とすることができます。そこに含まれるも
う一つの鍵言葉は “an amazing variety” です。
　第２文以降が説明する内容を端的に掴んでみましょ
う。第２文の主語は “Someone looking for a portable 
system” ですが、探している製品が第２段（portable 
audio という語があります）に対応していること、また
第３文の主人公は “audiophiles” 即ち “music fans who 
see high fidelity as a priority” であり、追求するものが
第３段で詳述されていたことに気づいたでしょうか？
もう一つ言えば、“〜 as a priority” から論文の題名 “Is 
There Another Priority?” を思い出したでしょうか。こ
れは論文の結論部につながっていきます。結局、両者の
購入目的は違っても、電器店で直面する現実は同じで
す。それは冒頭文が示す “an amazing variety of audio 
technology” です。音響機器に限らず電器店の製品は多
種多様であり、どれにするか決めるのに迷ったり時間が
掛かったりした経験を誰しもお持ちではないでしょうか。
（5） それでは時間や労力や金銭を費やして音響機器を買
い入れれば、素晴らしい音楽を堪能することになるので
しょうか？この段落の先頭文はそうでないことを伝えて
います。主語の “the advances in audio technology” が 
“continue to take consumersʼ attention away from the 
music itself” とやや不思議な事実を指摘します。私達は
音楽を聴くために音響機器を入手したのではないでしょ
うか？
　第５段は購入後の現実を示す主題文を第１文に置
き、その後の支持文３つでその理由を説明する構成
です。振り返れば、この論説文は第１段でテーマを 
“the development of audio technology” に定め “The 
advances over the years have been significant” と指摘
して、第２、第３段でその説明をしてきましたが、第
４段からやや風向きが変わり第５段に至ると “the 
advances in audio technology” が音楽鑑賞の妨げになる
かのような印象を与えています。
　３つの支持文は第４段の購入者２種に対応して、“The 
convenience of portable systems” を手にした人々
はその使い方が原因で “music may be partly lost in 
background noise” と指摘します。他方、あのマニアッ
クな audiophiles は購入後もなお “spend a considerable 
amount of time and energy testing and adjusting their 
... components” の場合があると述べています。主題文が
暗示していたのは、このように他のことに気を取られ
て音楽から注意を逸らされた事態だったのです。論説文
の題名が示すものはもはや明らかでしょう。私達は音
響機器の発展により “Listening Convenience” と “Sound 
Quality” を獲得しましたが、著者はそれ以外に “Another 
Priority” があるのではないかと読者に問いかけている
のです。
（6） 結論部に入ったので、第６段冒頭の文は前段より
も明確に著者の主張を打ち出しています。難所もあり
ますが、基礎的な構文の意味を外さなければ辞書なし
でも大まかな意図は汲み取れます。第１文は第４、５
段との関連で始まります。ざっくり捉えれば “so much 
technology” が “available” だ→ “listening to music” が “a 
secondary issue” のようだ、となります。音響技術が発
達したら音楽鑑賞が二番手、副次的なものになるとは一
体どういうことか？以前より一層楽しめるようになると
いうのが常識的な推測なのに。
　この疑問は後に続く２つの叙述が明らかにしてくれま
す。一つ目は第４、５段の “portable system” を買った
人々に対応する箇所で、機器の持ち運びが便利になって
も “if we listen to music while our attention is focused 
elsewhere, we miss much of its power.” と指摘します。
これは音楽以外のことに気を取られている場合です。二
つ目は第４、５段の “high fidelity” を優先するオーディ
オマニアを承けて、音質が向上しても “if we worry too 
much about achieving perfect ability, technology itself 
comes between us and the music.” と断言します。音響
技術に没頭するあまり、それが購買者と音楽鑑賞との間
に割り込んで邪魔をすると言うのです。
　著者の主張が最も明瞭になるのは第４文からです。カ
ンマ以降の文の主語は “what is most important” で、そ
れは即ち “to make time to sit and appreciate what we 
hear” だと述べます。そして、読者に序論の第１段を思
い起こさせるべく再び Edison に言及して、“the beauty 
of music is now more accessible than ever.” なのだから 
“Itʼs up to us to stop and truly listen.” だと繰り返して
論説文を終えます。
　では、次に【辞書引き読み】を試してみます。やり方
としては【推し測り読み】で読み飛ばした部分や、曖昧
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な理解に終わった箇所を英和辞書の力を借りて明らかに
することと、論旨の展開を一つの段落の中だけでなく段
落相互の関連の中で読み取ることが中心となります。こ
の精読法は学校の英語学習では〈授業〉に当たります。
教室では教員が学生の様々な疑問を解明してくれますが、
その機会を活用するには先ず学生自身が疑問点を見つけ
ている必要があります。私はこれについて今年度の担当
科目「英語演習」のシラバスで次のように記して、授業
でも折に触れて言及します。「（予習）辞書を使わず自分
のペースで本文全体を読んで、分かりにくい箇所に下線
を引いておく。そうすれば、授業では下線部に注意を
払って意識を集中することが容易になる。予習の要点は、
自分が分かる所と分かりにくい所をはっきり区別するこ
と」。何事も〈問題〉がなければ〈解決〉もないわけで
すから、授業の前に自分の〈問題〉を発見しておくこと
が授業での学習効果を大きく左右します。自習の場合に
は教員による補助や解明がないので、辞書をどれだけ自
分の頼れる手段にできるかどうかで違いが出ることにな
ります。辞書を単語の意味を調べる道具と見限らないで、
そこに盛り込まれた様々な情報に自分からアクセスする
ことが大切です。以下の説明はその一例ですので、一段
落毎にじっくり英文を読んで辞書に助力を仰ぎましょう。
自分で解決が着かない箇所は［読解篇］を参考にしてく
ださい。［表現篇］は英作に使える方法の案内です。
（1）［読解篇］
① “making listening easier and improving the sound 
quality of the music we hear”
　“two major focuses” という名詞の言い換えなので 
“making listening easier” “improving the sound quality” 
という動名詞を並べています。前者のポイントは make 
の次に２つの要素が並び、listening という‘名詞的なも
のʼを easier の‘状態ʼに作り替えると捉えることです。
② “not to let the music itself get lost in all the 
technology”
　この段落で最も難しい箇所でしょう。基本構造は “the 
music itself” に “get lost in ... ” させないことです。get 
＋形容詞（過去分詞）の意味は「〜の状態になる」こと
で、【ジーニアス英和】は get の自動詞用法❷に一例と
して「〜 tired ［excited, drunk］ 疲れる［興奮する、酔
う］」を挙げています。形容詞 lost は「なくした、見失っ
た」の意だから、直訳では「音楽自体を音響技術の中
に見失ったようにさせない」となります。でも、lost は 
lose の過去分詞なので上記辞典の lose を引くと、熟語
欄に get lost が見つかり定義（1）に「〈物が〉紛失する」
また（3）には「忘れられる［in］」があります。そこで、
目覚ましい技術発展に目を奪われて「音響技術の中で音
楽自体が忘れさられてはならない」のような意訳が可能
になります。要するに、目覚ましい技術発展に気を取ら
れて音楽そのものを疎かにしてはいけないと書き手は言
いたいのです。
　［表現篇］
① “two major focuses in the development of audio 
technology”
　【ジーニアス英和】は名詞 focus の❷で「［興味・活動
などの］中心、まと」という定義を示し、「She was the 
〜 of our attention. 彼女は我々の注目のまとだった」と
いう例文を挙げています。また、【マクミラン英英辞典】
は 定義１に the main/primary/major focus という項目
を掲げ、focus と結びつきやすい単語を例示しています。
これらは英作の時に役立つ情報です。
② “it is important not to let ...”
　主語の it が to V ... を承ける用法は高校までに習う表
現で、ここでは「 ... しないことが重要だ」という意味
で使われています。英文を良く観察して not をどこに
置くかを示す用例としましょう。Try not to V ... と同じ
並べ方です。
（2）［読解篇］
① “the phonograph made listening to music much 
more convenient”
　ここにはどのように一層便利にしたかは書いてありま
せんが、それが「始まり」なので確認しておきましょ
う。前段の第２文目に “people could enjoy the musical 
performance of a full orchestra in the convenience of 
their own homes.” とあったのを覚えていますか。楽団
の演奏を自宅で楽しむことなどはまず有り得ませんが、
蓄音機はそれを可能にしてくれたのでした。
② “music could be enjoyed on the road as well.”
　上記と関連しますが、本来コンサート会場のみで聴い
た楽団の演奏が蓄音機の発明により自宅で聴けるように
なり、car radio によって家庭だけでなく「さらに路上
でも」と範囲が広がって行きます。
　［表現篇］
① “The introduction of the car radio in 1920s meant 
that ... ”
　基本動詞は努めて習熟する必要があります。英語では
動詞が文の構造上の要であり、中学で習い始める動詞ほ
ど定義が多くなるからです。ここでの mean は「 ... を
意味した」でも通じることは通じますが、【ジーニアス
英和】が掲げる他動詞用法❶のb）「［事を主語にして］
（事の結果として）…となる」という定義を利用すれば
明確な因果関係のイメージを浮かべることができます。
簡単に言えば、「The introduction of the car radio の結
果、that ... となった」というわけです。上記辞典は 「That 
〜s running a risk. そんなことをすれば危険を冒すこと
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になる」という簡潔な例文を挙げています。
（3）［読解篇］
① 第１〜３文に使われている動詞+ing という表現法
を考察します。第１文では Another factor に affecting 
our enjoyment of music を追加することで factor を後
ろから説明しています。意味は 「音楽を楽しむことに影
響を及ぼすもう一つの要因」で、内容的に見れば factor 
が主語で affecting が述語の関係です。関係詞節を用
いて書き換えれば、Another factor which （or, that） 
affects our enjoyment of music となります。関係詞と
比べて動詞 ing が便利なのは、関係詞のようなつなぐ語
は不要だし時制を考えたり主語に応じた語尾にする必要
がない点です。第３文の Fidelity, meaning truthfulness, 
refers to ... は、Fidelity, which means truthfulness, 
refers to ... と同じで「Fidelity とは現実そのままという
意味で、…を表す」となります。
　［表現篇］
① “... modern recording techniques and playback 
equipment that allow listeners to come very close to 
the goals of high fidelity”
　allow という動詞の基本的で分かりやすい使い方は、 
My father never allows me to tell a lie. のように「人が
人に〜するのを許す」という形です。でも、【ジーニア
ス英和】はそれだけでなく他動詞用法❶に「〈人・物〉
が…するのを可能にする」という定義を並べて、「His 
honesty will not 〜 him to tell a lie. 彼は正直なのでう
そをつけない」という例文を掲げています。英語圏の人々
は双方を全く同じ主語＋述語の関係と捉えていると思わ
れます。もっとも、日本語でも「〜をするのは彼のプラ
イドが許さない」という物主語は自然に聞こえると思い
ます。
（4）［読解篇］
① “consumers are faced with an amazing variety of 
audio technology.”
　ここでは face が動詞として使われています。ある名
詞が動詞にもなることは稀ではないけれど、この動詞の
使い方はやや厄介です。【ジーニアス英和】を引くと他
動詞用法❷の c） に ［be 〜d］の形で「<人が>［災難な
どに］直面している［with, by］」の意味だと記していま
す。用例は「He is 〜d with a difficult problem. 彼は難
問に直面している」ですが、思いがけないことにその
直後 （=He 〜s a difficult problem.） と続けているので
す。要するに、受動態でも能動態でも同じ意味を表しま
す。こういう場合はその理由を追究するよりも、そのま
まに受け止めた方が早いと思います。さらに、同じ段落
の後半にも be faced with 〜 が複雑な形で使われてい
るので、応用問題として扱ってみましょう。過去形で文
章が始まることは有り得ないので、冒頭に Being を補
うと Being faced with all this technology and so many 
choices, music fans often spend ... となります。前半は
受身形ですが第１文と同じ用法になります。意味的には
「音楽ファンはこれら全ての技術とこれほど多くの選択
肢に直面するので、しばしば…を費やす」といった内容
になります。
　［表現篇］
① “music fans who see high fidelity as a priority”
　audiophiles を言い換える表現なので平易な書き方を
しています。see と as を切り離さずに理解することが
大切です。しかし、熟語欄に分類される表現ではないの
で、see の他動詞用法として意味を調べるのは基本動詞
であるだけに大変な作業です。【ジーニアス英和】は10
番目の定義の中に「［SVO as C］ O を…と想像する、考
える、見なす」と記しています。これはむしろ、授業中
に see O as C のまとまりで「 O を C と考える、見な
す」と指摘された時に覚えた方が早い。また、O は目
的語で C は補語を表すと知っていたとしても、英作文
用には「人・物をある状態だと見なす」と理解しておけ
ば、see の次にまず名詞を置いて次に as の後に状態を
表す語（名詞、形容詞など）を入れやすくなるでしょう。
ここでは music fans が high fidelity を何よりも大事に
していると描いています。でも、論説文の書き手はそれ
以外のものを大切にしたいようです。
（5）［読解篇］
① “In these settings, music may be partly lost in 
background noise, making it hard for the listener to 
concentrate on it.”
　noise までの前半部は第１段の“it is important not to 
let the music itself get lost in all the technology.” を思
い起こさせる表現です。ここでは即物的に描いているの
で「音楽の一部が騒音に紛れてしまう」という内容は
分かりやすいでしょう。そのあとの動詞 ing は前半部
全体を承けるので、関係詞を使い music may be partly 
lost in background noise, which makes it hard for the 
listener to concentrate on it. としても同じです。意味は
「そのために聴き手が音楽に集中することは難しくなる」
と意訳できます。
② “audiophiles may spend / a considerable amount of 
time and energy / testing and adjusting ...”
　動詞 spend は前段の末尾に “spend a great deal of 
time researching and making decisions ...” と基本的な形
で既に出ていました。つまり、spend + 時間、金銭、労
力 + 動詞 ing という表現形式です。勿論、spend + 目
的語だけの単純な形もありますが、この動詞のあとに上
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記二つの要素が来るかもしれないと予想しておくのは大
切です。その心構えができていると、斜線のように名詞
のまとまりと動名詞のまとまりに気づきやすくなります。
　［表現篇］
① “The convenience of portable systems lets people 
listen to music while ...”
　動詞 let について【ジーニアス英和】は他動詞の定義
❶で「<人が><人>に（望み通り）…させてやる、する
ことを許す（allow）、してもらう」と記しています。英
文の主語は人ではないけれども擬人的に捉えて上記の定
義に従ってもいいでしょう。でも、見方を変えれば「主
語が people に listen を許す」わけだから、主語が原因
で people は listen できると考えてもいい。つまり、因
果関係として理解する方法です。
　上記の定義には allow という代替の語があり、この動
詞も因果関係を表すことが可能です。論説文の第２、３
段で長い英文中に組み込まれていました。いずれも関係
詞節の述語であり、主語に相当するのはモノです。（斜
線は意味の区切れ目）
　［２段］ Interest in portable audio really started to 
take off in the 1980s / with the development of 
personal music players / that allowed listeners to 
enjoy music through headphones while walking outside.
「個人用音楽プレーヤーの発達により聴き手は音楽を楽
しめるようになった」の意。
　［３段］ Technological advances since the 1950s / 
have resulted in modern recording techniques and 
playback equipment / that allow listeners to come 
very close to the goals of high fidelity.「最新式の録音
技術と再生装置のおかげで、聴き手は高忠実度のゴール
一歩手前まで近づいている」の意。
（6）［読解篇］
① “With so much technology available, ... ”
　この with の用法は誰かに教わらない限り、辞書で調
べるのは難しいでしょう。基本語は定義が多いからで
す。まず観察すべきは with の次に so much technology 
（名詞）、available （形容詞）と二つの要素が並んでいる
ことです。【ジーニアス英和】には前置詞の定義❻のb）
に「［状況的理由］［〜（all） O（+C）］（…が存在する）ので、
…を考えると《◆Ｃは形容詞・副詞・分詞（句）・前置
詞句》」という説明があります。結局、意味は「これほ
ど多くの技術が手に入るので」となります。文の後半は、
この理由で「音楽を聴くことが利便性や音質ほど重要で
はないように感じられてしまうことがある」と続きます。
② “technology itself comes between us and the music.”
　come between という熟語はとても目に浮かべやすい
表現です。【ジーニアス英和】の熟語欄には「（2）<二
者>の事に干渉する、の間を裂く」という訳が見えます。
　［表現篇］
① “We are lucky to be able to take our favorite 
recordings with us”
　be lucky to 動詞という形が基本なので、辞書の用例
には一般動詞を用いることが多いようです。でも、「〜
することが出来て幸運だ」という意味を出すには to と
動詞の間に be able to が入るというのは、当たり前の
ようでいて我々外国人には思いつきにくいものです。そ
こで、自分が目にした英文で思いがけない或いは作れそ
うもない表現を目にしたら、頁の余白などに書き留めて
自分の辞書をカスタマイズしましょう。
② “what is most important is to make time to sit and 
appreciate what we hear.”
　what の使い方は電通大の１、２年生には難しい表現
の一つです。他の関係代名詞とは異なり、説明すべき先
行詞がないのが特徴で what から一つのまとまりを形成
します。この文では１番目が主語を形づくり、２番目は 
appreciate の目的語になっています。英語学習は単語や
文法の暗記だと思っている学生が多いようですが、それ
をする前に目に触れた英文をよく「観察」してほしいと
私は常々学生に伝えています。
第３節　予習の機能　〜「反転授業」に触れて〜
　読売新聞（朝刊）は「暮らしと教育」を扱う紙面で、
今年の５、６月に８回にわたって「反転授業」の記事を
連載しました（４）。また、ＮＨＫニュース「おはよう日本」
でも６月11日の朝に山梨大学工学部での反転授業の様
子を５分余り報道しました。読売新聞によれば、この授
業方法は学生が自宅で動画教材を使って予習して、授業
では発展的な内容をグループ学習などで扱うとのことで
す。その特徴と思われるのは、インターネットで配信さ
れた教材や講義を学校外で自由に視聴できる、また学校
の授業では基礎的な項目は教えずにすみ、討論や発表な
どを通してコミュニケーション能力を高めることもでき
る点です。最新の情報通信技術により自宅で授業の画像
を見ることができたり、学生同士の協力によるグループ
学習の中で主体的に学んだりと、私の学生時代にはな
かった授業です。この新しい形態は今後様々な学校で拡
がっていくのではないかと思われます。
　しかし、私が少し違和感を覚えたのは「反転」の意味
でした。ＮＨＫニュースは「一般的に大学では従来、学
生が大学で講義を聞いて知識を習得。家でレポートに書
いたり、演習問題を解いたりして、理解を深めていまし
た。それに対し、あらかじめ家で講義を受けて臨む、こ
の授業。大学と家の位置づけを反対にするため、「反
転授業」と呼ばれています」と説明しました（５）。でも、
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私は好きな科目や不得意でない科目は中学の時から授業
の前に教科書を読んでおくのが当たり前だと思っていま
した。さもないと、授業でまごついたり、ついて行けな
くなることがあるからです。だから、宿題などを除けば、
個人的には学校→自宅よりも自宅→学校の方が勉強の重
要な流れでした。また、反転授業の説明では録画された
講義をまず見るのだから、自宅であれ授業に変わりない
ので‘二段階式授業ʼと呼んだ方が正確ではと感じました。
しかし、反転授業と私の学習経験で共通するのは「予習」
に重点があることです。さらに言えば、「予習」と「授業」
の関連では反転授業の方が緊密度が高いでしょう。それ
でも、授業の効果を増すには何らかの準備が必要という
点では両者の見方は一致しています。
　ついでながら、ここでまた私の経験を挟むと、御多分
に漏れず私は中学２年になると英語の授業について行け
なくなりました。憶えるべき項目が次々と出てきて消化
不良になったのではないかと思います。成績の落ちた私
に担任の先生は「英語の教科書を10回読め」と忠告し
ましたが、私は気が進みませんでした。では、なぜ高校
入学迄に英語が得意科目になったのかというと、それは
偶然ＮＨＫラジオ講座と出会ったからです。「続基礎英
語」という週６日・毎回15分の番組でしたが、安田一
郎講師の説明がきわめて明解で、たしかラッシュという
名前のアメリカ人の発音がとても綺麗に聞こえました。
いつの間にか夢中になって聴き続けた結果、３年生の時
に英語の先生から試験の結果を褒められるほどになりま
した。実はそれには訳があり、この番組は授業の進度よ
りも少しだけ早いペースで中学英語の重要項目を教えて
いたのです。分かりやすく言えば、私はラジオ講座を通
して授業の「予習」をしていたようなものでした。
　予習がもたらすものは、授業の効果が上がることに留
まりません。英語学習の場合、私の考えではさらに二つ
の機能があります。一つ目は反転授業とは違って、予習
が自分一人で英語を使う‘実践の場ʼになることです。授
業の前に読解用テキストやリスニング用ＣＤを自力で読
んだり聴いたりするのは、それまでに身に付けた知識と
技術を総動員して眼で、耳で内容を掴もうとすることで
す。プレゼンの授業に備えて発表内容を英語で書いたり、
実際にそれを声に出してみるのも同じです。そのとき学
生は現在の学力をどれだけ使えるかを試しているのです。
前節で「予習の要点は自分が分かる所と分かりにくい所
をはっきり区別すること」と書きましたが、実はこれは
そう簡単な行為ではありません。それを峻別できる学生
はある程度の実力があると考えられます。この場合に必
要なのは、自分と向き合って正直に自分の胸に理解度を
問うことです。この己の限界に対する挑戦があってこそ
授業で「合点がいく」という体験が可能なのであり、教
室で自己との対面と授業の理解を同時に行なうのは極め
て難しいことです。
　予習の二つ目の機能は、英語を聞くにせよ読むにせよ
英語自体に触れる時間が増えることです。私は予備校時
代に何人かの優れた英語の先生から教えを受けました。
英文科志望だったので先生方からできるだけ多くを学ぼ
うとして、ある先生を受講するとき予習ではノートに
２行置きに和訳を付け、授業中に先生の訳をできる限り
書き取り、復習には二つの訳を見比べながら清書版を作
りました。大学受験を目標にしてやる気とやれる時間が
あったからといえばその通りですが、そのやり方で１回
の授業に倍する時間をかけることになりました。この点
は反転授業も同様の効果があるようです。５月30日付
の読売新聞は反転授業で数学の動画教材を学ぶ高校２年
生の声を次のように伝えています、「５〜 10分の動画で
も、何度も聞き直したりするので予習に２時間かかるこ
ともある」。英語の学習はとりわけ英語に触れる時間数
がものを言うので、同じ内容であれ繰り返して聴くのも
効果があります。しかしながら、次回の論文で詳しく採
り上げる経済評論家の勝間和代氏は著書『最後の英語や
り直し！』で、大学卒業後の学習体験から「ある程度使
えるようになるまでが1000時間、熟達するまでが１万
時間が一つの目安だ」と述べています（６）。それも英語
に直接触れている時間であり、日本語による先生の説明
などはその時間にカウントしないそうです。そして「1000
時間とは、１日１時間として、約３年です。これは、実
際に、私が、ビジネスレベルで英語が使えるようになる
まで要した時間でした」（20頁）と書いています。
　それでは、授業以外で英語に触れる時間を増やすには
どうすればよいでしょうか？現在はＮＨＫの語学番組の
ほか、テレビでは二ヶ国語放送が増え映画などのＤＶＤ
も出回っているし、パソコンから世界中の新聞記事を読
むことも可能であり、書物の自習教材は選択に困るほど
本屋に溢れています。学生が慎重に教材を選び自分の財
布で買うのも真剣味が増すかもしれませんが、大学が学
生用にオリジナル教材を作ることも行なわれているよう
です。多くの外国人教員が採用されている現在、電通大
でも実践的コミュニケーション教育推進室などが主体と
なって学生のレベルに応じたビデオ教材を作成するこ
とも可能でしょう。学生の時間が空いている時に大学で
も自宅その他でも視聴できればとても便利です。今年の
キャリア教育に参加して気づいたことですが、その担当
者には豊かな海外勤務経験のある方がおられるようです。
学生の学習動機を高めるためにはキャリア教育担当者の
経験談をサイトに載せる方法もあるでしょう。私として
は文部科学省がさらに大規模な形で様々な英語自習教材
を用意してくれないものかと期待したいです。北欧出身
の学生と話したとき「母国は英語教育が盛んで、テレビ
には常に英語の字幕が流れている」と聞いて強い印象を
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受けました（７）。ＮＨＫ教育テレビ・ラジオはこれまで
質の高い語学番組を幾つも製作してきましたが、大学レ
ベルでアカデミックな内容の番組はピーター・バラカ
ン氏が司会をする日本文化紹介のＴＶ番組「ジャパノロ
ジー」等を除いて余り見当たりません。電通大生向けに
良質・安価で大量の自習教材を見出すのは容易ではあり
ませんが、本来の使用目的は英語の自習とは異なるもの
の、私は文科省の大学入試センター試験は良質の言語教
材とみなすことができると考えます（８）。そして、限ら
れた学習資源を有効に利用するにはどうしたらよいかに
ついて考えるために、この一連の論文を書き継いでいま
す（９）。
注
＊ 大学入試センター試験問題の引用は、大学入試センターの
了解を得て行ないました。
（1） 大学入試センターのホームページは、http://www.dnc.
ac.jp/data/kakomondai.html
（2） 西村芳康「英語の文章をどう読むか ２」、電気通信大学
紀要、第26巻第1号、40頁。
（3） 菅原克也『英語と日本語のあいだ』、講談社現代新書、
2011年、95頁。
（4） 読売新聞、教育ルネサンス「反転授業１〜８」、平成26
年5月22、23、28、29、30、31日、6月5、6日付け朝刊。
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ライン」のサイトはhttp://www.nhk.or.jp/ohayou/mar-
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（6） 『最後の英語やり直し！』、毎日新聞社、2014年、18頁。
（7） 日本でも近い将来、テレビのニュースなどに外国語の字
幕が表示されるとの報道がなされた。「総務省は、テレ
ビのニュース番組などに英語や中国語など外国語の字幕
が表示されるよう取り組む方針だ。東京五輪・パラリン
ピックが開かれる2020年までに表示が始まるようにす
る。増加する訪日外国人が、より快適に過ごせる環境
を整備する狙いだ。」（YOMIURI ONLINE,「テレビに
外国語の字幕、五輪までに実現…総務省」2014年07月
21日 11時05分、htt p://www.yomiuri.co.jp/it/20140721-
OYT1T50025.html）
（8） 倉元直樹氏（東北大学高度教養教育・学生支援機構高等
教育開発部門入試開発室准教授）は、文科省が推進する
「達成度テスト」の是非との関連で「見逃されがちだが、
わが国では、良質の入試問題は高校教育の大切な教材だ」
と述べている。（読売新聞、平成26年5月28日朝刊、11頁）
（9） 以下の論文は全て本稿と同じ著者によるもの。「英語の
形に慣れるには・基礎編」電気通信大学紀要、第14巻
第1号、55-64頁、平成13年7月。「英語の形に慣れるに
は・応用編」電気通信大学紀要、第14巻第2号、221-
231頁、平成14年1月。「英語の形に慣れるには・補論」
電気通信大学紀要、第16巻第1号、45-54頁、平成15年
7月。「英語体験を増やす無料サイトにアクセス！―オン
ライン英字新聞による‘自習ʼ―」電気通信大学紀要、第
21巻第１・2合併号、153-166頁、平成21年1月。「多読
素材としての高校英語教科書」電気通信大学紀要、第
21巻第１・2合併号、117-125頁、平成21年1月。「英検
ＨＰ過去問の利用法・序論」電気通信大学紀要、第23
巻第1号、17-33頁、平成23年2月。「センター試験〈英
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気通信大学紀要、第25巻第1号、23-40頁、平成25年2月。
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